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【外皮性能】端数処理について 

文書管理番号：1293-01 

Q.質 問  

外皮性能計算の計算結果の端数処理、桁数はどのようになっているか？ 

計算結果の端数処理、桁数の設定はできるか？ 

図面マネージャや図面出力結果の数値の端数処理、桁数は、どのようになっているか？ 

A.回 答  

(外皮性能計算)の「計算結果」に表示される各値の端数処理は、以下の「外皮性能計算の端数処理の

規定」に従い、プログラム側で自動処理されるようになっています。 

数値の端数処理や桁数は任意に変更できません。 

 

 

 

⚫ 外皮性能計算の端数処理の規定 

外皮平均熱貫流率（ＵA 値）：100 分の 1 未満の端数を切り上げた小数点第二位までの値 

冷房期の平均日射熱取得率（ηAC 値）：10 分の 1 未満の端数を切り上げた小数点第一位までの値 

暖房期の平均日射熱取得率（ηAH 値）：10 分の 1 未満の端数を切り上げた小数点第一位までの値 

 

（参考：国立研究開発法人建築研究所「平成 28 年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の

評価に関する技術情報（住宅）」） 

 

計算結果の各値の

端数処理は固定 
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参考：各図面 

各図面の値、各面積や長さなど値の端数処理や桁数は固定で、以下のようになっています。 

 

⚫ UA値 ηAC値計算表 

・ 計算結果：H28年省エネ基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 外皮平均熱貫流率（UA値）計算表 

「外皮平均熱貫流率」は、100 分の 1 未満の端数を切り上げして、小数点第二位まで表示します。 

 

 

 

 

 

各部位の「貫流熱損失」は 1000 分の 1 未満の端数を切り上げして、小数点第三位まで表示します。 

「外皮等面積の合計」は各部位の面積を合計した後、100 分の 1 未満の端数を四捨五入して、小数点第

二位まで表示します。  

各部位の「面積」は 

小数点第三位の値で表示 

各部位の「貫流熱損失」は

小数点第三位の値で表示 

「土間周長」は 

小数点第三位の値で表示 

「外皮平均熱貫流率」は 

小数点第二位の値で表示 

「外皮等面積の合計」は 

小数点第二位の値で表示 

「貫流熱損失合計」は 

小数点第三位の値で表示 

「外皮平均熱貫流率」 

は小数点第二位の値で表示 

「外皮等面積の合計」 

は小数点第二位の値で表示 

「冷房期の平均日射熱取得率」

は小数点第一位の値で表示 

「暖房期の平均日射熱取得率」

は小数点第一位の値で表示 
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・ 冷房期の平均日射熱取得率（ηAC値）計算表 

「冷房期の日射熱取得量 mC」は 100 分の 1 未満の端数を四捨五入して、小数点第二位まで表示しま

す。 

「冷房期の平均日射熱取得率（ηAC 値）」は 10 分の 1 未満の端数を切り上げして、小数点第一位まで

表示します。 

 

 

・ 窓以外の日射熱取得量（冷房期） 

「窓以外の日射熱取得量（冷房期）」は、各部位の日射熱取得量を方位ごとに求め、1000 分の 1 未満の

端数を四捨五入して小数点第三位まで表示します。 

 

 

・窓の日射熱取得量（冷房期） 

「窓の日射熱取得量（冷房期）」は、開口部ごとに日射熱取得量を求め、1000 分の 1 未満の端数を四捨

五入して小数点第三位まで表示します。 
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⚫ ηAH値計算表 

・ 暖房期の平均日射熱取得率（ηAH値）計算表 

「暖房期の日射熱取得量 mH」は 100 分の 1 未満の端数を四捨五入して、小数点第二位まで表示しま

す。 

「暖房期の平均日射熱取得率（ηAH 値）」は 10 分の 1 未満の端数を切り上げして、小数点第一位まで

表示します。 

 

 

・ 窓以外の日射熱取得量（暖房期） 

「窓以外の日射熱取得量（暖房期）」は、各部位の日射熱取得量を方位ごとに求め、1000 分の 1 未満の

端数を四捨五入して小数点第三位まで表示します。 

 

 

・ 窓の日射熱取得量（暖房期） 

「窓の日射熱取得量（暖房期）」は、開口部ごとに日射熱取得量を求め、1000 分の 1 未満の端数を四捨

五入して小数点第三位まで表示します。 
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⚫ 部位別面積表(開口部等) 

・ 外皮（屋根/天井）面積表 

「外皮（屋根/天井）面積表」の面積は部屋ごとに求め、1000 分の 1 未満の端数を四捨五入して、小数

点第三位まで表示します。 

 

 

【参考】 

「外皮（床）面積表」、「外皮（土間床）面積表」の面積は、部屋ごとに求め、1000 分の 1 未満の

端数を四捨五入して、小数点第三位まで表示します。 

「外皮（開口部）面積表」の面積は開口部ごとに求め、1000 分の 1 未満の端数を四捨五入して、

小数点第三位まで表示します。 
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⚫ 部位別面積表(外壁) 

・ 外皮（外壁）面積表 

「外皮（外壁）面積表」の面積は、各部位の面積を方位ごとに求め、1000 分の 1 未満の端数を四捨五

入して、小数点第三位まで表示します。 

 

 

 

【参考】外壁一般部 

外壁一般部は階層ごとに分けて算出されます。「外皮面積＜調整前＞」「外皮面積＜調整後＞」には

以下の違いがあり、計算には「外皮面積＜調整後＞」の値が採用されます。 

外皮面積＜調整前＞：開口面積、横架材面積が差し引かれていない外皮面積 

外皮面積＜調整後＞：開口面積、横架材面積を差し引いた外皮面積 
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⚫ 土間周長根拠図 

・ 土間周長表 

「土間周長表」の土間周長は部屋ごとに求め、1000 分の 1 未満の端数を四捨五入して、小数点第三位

まで表示します。 

ｍ →0.228 ｍ

 

 

 

⚫ 床面積根拠図 

・ 床面積根拠表 

「床面積根拠表」の床面積は、部屋ごとに求め、1000 分の 1 未満の端数を四捨五入して、小数点第三

位まで表示します。 

 

 

・ 床面積根拠表（全体） 

「床面積根拠表(全体)」の床面積は、それらの値を分類ごとに合計して、100 分の 1 未満の端数を四捨

五入とし、小数点第二位まで表示します。 

  

 
土間周長根拠図 S=1/100 

床面積根拠表（全体） 

 
１階床面積根拠図 S＝1/100 

 
床面積根拠表 
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【参考】居室等の分類（主たる居室・その他の居室・非居室）の面積を調整する方法 

「居室等の分類（主たる居室・その他の居室・非居室）」の面積は端数処理の変更ができません。 

各部屋の面積は、「居室等の分類の編集」の区画タブの「補正面積」に値を入力することで加算・減

算できます。変更したい部屋の「補正面積」に値を入力して再計算してください。 

「補正面積」の値は、小数点第三位までの値が入力できます。 

 

小数点第四位を四捨五入し

て、小数点第三位まで表示 

値を入力することで

加算・減算可能 


